
新

型

コ

ロ

ナ

ウ

イ

ル

ス

の

急

激

な

感

染

拡

大

に

対

し

、

国

や

府

・

市

の

対

応

の

強

化

が

緊

急

に

求

め

ら

れ

て

い

ま

す

。

２

日

の

市

議

会

本

会

議

で

、

国

に

対

し

、

意

見

書

を

出

す

こ

と

に

な

り

、

自

公

民

維

京

等

の

共

同

提

案

と

共

産

党

案

と

が

ぶ

つ

か

り

合

い

ま

し

た

。

自

公

等

の

案

は

「

知

事

会

で

も

、

感

染

症

法

の

位

置

付

け

を

２

類

か

ら

５

類

に

見

直

す

意

見

も

出

さ

れ

た

。

国

に

お

か

れ

て

は

位

置

付

け

を

見

直

し

～

」

と

さ

れ

て

い

ま

す

が

、

知

事
会
で
は
「
意
見
が
出
た
」

だ

け

で

「

見

直

し

」

は

正

式

文

書

に

は

な

っ

て

い

ま

せ

ん

。

引

用

に

値

し

な

い

も

の

で

す

。
「

位

置

付

け

の

見

直

し

」

は

、

共

産

党

と

し

て

は

同

意

で

き

ま

せ

ん

。

こ

れ

は

、

対

策

を

緩

め

る

こ

と

だ

か

ら

で

す

。

共

産

党

案

は

、
「

検

査

、

医

療

の

体

制

強

化

、

ワ

ク

チ

ン

接

種

の

促

進

、

成

り

行

き

ま

か

せ

の

対

応

を

改

め

る

べ

き

」

等

々

と

求

め

て
い
ま
す
。

共

産

党

の

く

ら

た

共

子

今

年

６

月

、

京

都

市

が

国

へ

の

「

要

望

書

」

を

提

出

し

て

い

ま

す

。

こ

れ

に

議

員

（

上

京

）

だ

け

の

討

論

の

後

、

採

決

。

自

公

等

の
案
が
賛
成
多
数
で
可
決
、

共

産

党

案

は

、

少

数

否

決

と
な
り
ま
し
た
。
し
か
し
、

ど

ち

ら

の

案

が

、

今

日

の

深

刻

な

事

態

に

的

確

に

対

応

し

て

い

る

か

は

、

自

ら

明
ら
か
で
す
。

つ

い

て

、

７

月

日

、

井

26

上

議

員

が

市

議

会

で

取

り

上
げ
ま
し
た
。

●

井

上

議

員

＝

要

望

書

提

出
に
あ
た
り
、
市
で
は
「
国

の

理

解

と

協

力

が

必

要

な

提

案

要

望

を

取

り

ま

と

め

～
」
と
あ
る
が
、
国
の
「
理

解

と

協

力

」

の

範

囲

内

の

要

望

で

は

、

今

日

の

自

治

体

を

取

り

巻

く

諸

困

難

を

打

開

す

る

こ

と

に

は

な

ら

な

い

、

市

民

の

暮

ら

し

は

守

れ

な

い

。

こ

れ

で

は

単

な
る
お
願
い
で
は
な
い
か
。

○

市

幹

部

答

弁

＝

い

た

ず

ら

に

対

立

す

る

も

の

で

は

な
い
。

●

「

も

う

ち

ょ

っ

と

予

算

を

」

と

の

程

度

の

要

望

で

は

姿

勢

が

弱

い

。

国

に

対

し

、

批

判

的

観

点

や

指

摘

等

、

も

っ

と

攻

め

の

姿

勢

が
要
る
。

○

地

方

交

付

税

交

付

金

の

増

額

を

要

望

し

て

い

る

。

●

こ

う

す

れ

ば

財

源

も

あ

る

と

い

う

提

案

型

の

要

望

も

必

要

だ

。

大

企

業

や

富

裕

層

へ

の

過

度

の

減

税

を

や

め

れ

ば

自

治

体

へ

の

交

付

金

も

増

え

る

。

そ

う

い

う

財

源

へ

の

指

摘

も

せ

ず

に

、

敬

老

乗

車

証

改

悪

や

ヘ

ル

ス

ピ

ア

廃

止

等

、

市

民

へ

の

し

わ

寄

せ

を

先

行

さ

せ

る

の

は

間

違

い

だ

。
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魅力ある建設産業に

先週号で写真だけ掲載していました。７月 21
日、全京都建築労働組合の「建設産業学習会」

に参加させて頂きました。「住宅や生活環境、

災害対応など建設産業の重要性が増している。

設計労務単価の改善が現場の労働者に行き渡

っていない。公契約法・〃条例の普及で改善

を目指そう」と、国土交通省の労働組合の役

員さんからのお話でした。

新
型
コ
ロ
ナ
の
急
激
な
感
染
拡
大
に
応
じ
た
対
策
強
化
を

「
位
置
付
け
を
見
直
す
」
自
公
民
維
京
等
か
、

「
検
査
・
ワ
ク
チ
ン
等
充
実
」
求
め
る
共
産
党
か

南区文化フォーラムを鑑賞(７／ 29)

意見書 とは、自治体の議会などで決議を挙げ（みんなで

決めて）、国などに文書を送るものです。全会派一致の場合も

多数決の場合もあります。住民の代表である議会の決議という

重みがあります。京都市議会では、各会派（党）から提案を出

し合い、折衝を経て、共同提案したり賛成したり、また対案を

出したり反対したりして、多数決で議会としての意思を決めま

す。互いに、妥協できない場合があることは当然です。

市
の
「
対
国
要
望
」
で
は
市
民
の
暮
ら
し
は
守
れ
な
い

「赤旗」日曜版と「京

都民報」の８月７日・

１４日付号は合併号で

す。７日の配達となり、

１４日の配達はありま

せんのでご了承下さ

い。このニュースも同

じです。


